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	応用
	抗原情報
	背景
	誘導：ケラチノサイトで、創傷またはコラーゲンとの接触によって誘導されます。,類似性：エプシンファミリーに属します。,類似性：1つのENTH（エプシンN末端相同性）ドメインを含みます。,類似性：2つのUIM（ユビキチン相互作用モチーフ）リピートを含みます。,細胞内局在：核周縁部に集中しており、細胞周縁部に近いクラスリン被覆小胞と関連しています。核へ移動することもあります。,組織特異性：創傷を受けた皮膚から遊走するケラチノサイトで検出されますが、分化中のケラチノサイトや正常な皮膚では検出されません。慢性創傷、基底細胞癌、潰瘍性大腸炎で検出される。,誘導：ケラチノサイトで、創傷またはコラーゲンとの接触によって誘導される。,類似性：エプシンファミリーに属する。,類似性：1つのENTH（エプシンN末端相同性）ドメインを含む。,類似性：2つのUIM（ユビキチン相互作用モチーフ）リピートを含む。,細胞内局在：核周縁部に集中し、細胞周縁部近くのクラスリン被覆小胞と関連している。核へ移動する可能性がある。,組織特異性：創傷皮膚から遊走するケラチノサイトで検出されるが、分化中のケラチノサイトや正常皮膚では検出されない。慢性創傷、基底細胞癌、潰瘍性大腸炎で検出される。,
	研究分野
	エンドサイトーシス;
	画像データ
	

	EPN3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	EPN3抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	EPN3 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

